
Ending	Pattern	:	"Clifford	Brown	and	Max	Roach(1954)"
最後の小節を繰り返すよくあるパターンですね。ここではtpとtsのフレーズも合わせて載せました。
ピアノトリオの場合はこのまま使えると思います。フロント楽器がいる時は、コードのところだけ合わせて弾けば大丈夫です。

	MUSIC	:	Clifford	Brown
	ARRANGER	:	JAZZY	LIFE

INTRO	&	ENDING
JOY	SPRING

Intro	Pattern	:	Richie	Powell	Style	"Clifford	Brown	and	Max	Roach(1954)"
ドラムソロ後、テーマに戻る場面でも使用します！7小節目が弾きにくい場合は片手でもOKです。
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